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RBV.カメラによる全世界陸域撮像計画

松野久也(環境地質部)
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NASAのOfficeofSpaceandTerrestria1ApP1i-

cationは最近LANDSAT-3のRBVカメラによる全

世界陸域の系統的な撮像計画を公表した.

LANDSAT-3にはMSS(Mu1t}SPectra1Scamer=多

波長帯域走査装置)とRBV(RetumBeamVidicon=リタｰ

ンビｰムビデコン)カメラの2種類のセンサが搭載さ

れている.今回公表された計画は後者による短期間

における系統的な全世界陸域撮像計画である.LAN-

DSAT-3のRBVは可視近赤外(0,505～0,750μm)地

上分解能40m観測幅185km(98kmの観測幅のカメラ2台)

のセンサｰでありMSSに比べて高い分解能を有し衛

星の姿勢変動その他の影響による像のひずみも小さく地

図作成への利用がその主要な目的となっている.本衛

星の搭載テｰプレコｰダの1つが今なおこの目的のた

めに使用出来る能力を備えており全世界の一通りの撮

像が可能である.撮像が完了するとデｰタはEROS

デｰタセンタにおいて記録される.

雲量30%以下のしかも品質規準に合う画像だけか選

び出される･新しい画像デｰタ収集のための優先順位

のスケジュｰノレもこの際守られることになる.一般

的にいって北半球では最も高い大陽照射角度を確保す

るために4月から10月までの期間に撮像し南半球では

生じく11月か3月までの期間に撮像が行われることにな

る.このようた一般的方針であるが天候条件によっ

ては修正されることもあり得る･この計画の地域別優

先順位は次表の通りである.

順位国名/地域軌道番号画像番号
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中米/カリブ海地域

東南アジア/インド

ヨｰロツノ･

アフリカ北部･西部

南アメリカ西部

オｰストラリア東部

アフリカ南部

グリｰンランド

南極

北極圏島喚

その他の陸域

��〴�

����

��㈲�

㈴��　

����

����

㈴�〴�

〰�㈵�

〴��　

〴㌭〵�

〳�〵�

��〶　

〵��　

���　

〶���

〰��　

���　

〰�〰�

この計画はEROSデｰタセンタｰにある既存のLA-

NDSAT-3のRByデｰタ(写真印画)の評価から開始さ

れた｡これらの中で採用可能なものはゴダｰド宇宙

センタｰにおいて更めてデジタル処理を要するものとし

て指定された.またデジタノレRBV生産ラインカミ完

全に稼動出来るようになったので1980年9月1目以前

に収集されたデｰタ滞貨は徐々に取りくずされ写真印

画の形でEROSデｰタセンタｰに出荷されることに狂る.

これらもまた評価のうえ採用可能なものは遡及して

デジタル処理出来るものとして指定する.

現在RBVデｰタをデジタルフォｰマットに処理す

るNASAの能力は充分であって新しく収集されつつ

あるデｰタ(1980年9月1目以降の)はEROSデｰタセ

ンタｰに写真印画の形に変換されて送られている.こ

れらの採用の可否の評価も行われている.
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アメリカ合州国及

北アメリカ

ンビエト連邦

日本/中国

中東/東アフリカ

南アメリカ東部

オｰストラリア西部

インドネシア
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新しいデｰタの収集は上掲のスケジュｰノレに従って

行われることになる･しかしながら本計画のデｰタ

収集は他の利用要請に比べて優先度はより低いもの

とする･RBVカメラによる全世界陸域撮像計画は

2年を要する･したがってすべてのデｰタをデジタ

ルフォｰムに処理するためにはさらに1年を要するこ

とに放る,

(LANDSATDataUsersNotes.No.15.1980年11月より)�


